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承
平
天
慶
の
乱
か
ら
天
慶
の
乱
へ

一
〇
世
紀
前
半
に
起
き
た
平
将
門
・
藤
原
純
友
の
乱
（
以
下
で
は
将
門

純
友
の
乱
と
す
る
）
は
、
時
の
年
号
を
と
っ
て
承
平
天
慶
の
乱
と
も
呼
ば

れ
る
。
し
か
し
、
将
門
純
友
の
乱
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
近
年

は
天
慶
の
乱
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果
、
教
科
書

の
記
述
も
変
わ
り
、
た
と
え
ば
山
川
出
版
社
の
平
成
二
九
年
度
用
教
科
書

『
詳
説
日
本
史　

改
訂
版
』（
日
B
三
〇
九
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
東
西
の

反
乱
（
あ
わ
せ
て
承
平
・
天
慶
の
乱
と
呼
ば
れ
る
）
は
…
」
だ
っ
た
の
が
、

「
東
西
の
反
乱
（
あ
わ
せ
て
天
慶
の
乱
と
呼
ば
れ
る
）
は
…
」
に
改
訂
さ

れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
年
号
を
用
い
た
将
門
純
友
の
乱
の
呼
称
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
を
考
え
て
い
く

こ
と
に
す
る
。  

将
門
純
友
の
乱
が
承
平
天
慶
の
乱
で
は
な
く
天
慶
の
乱
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
将
門
と
純
友
が
反
乱
を
起
こ
し
た
の
は
承
平
年
間

（
九
三
一
―
九
三
八
）
で
は
な
く
天
慶
年
間
（
九
三
八
―
九
四
七
）
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
将
門
の
乱
に
つ
い
て
は
、

承
平
年
間
は
一
族
間
の
内
紛
で
あ
っ
た
が
、
天
慶
二
年
の
常
陸
国
庁
襲
撃

以
降
国
家
へ
の
反
乱
と
な
っ
た
こ
と
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
見
方

が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
純
友
の
乱
の
方
で
あ
る
。
承
平
年
間
の
純
友
に

関
す
る
四
つ
の
史
料
の
読
み
下
し
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。

（
ア
）『
日
本
紀
略
』
承
平
六
年
六
月
条

南
海
賊
徒
の
首
藤
原
純
友
、
党
を
結
ん
で
伊
予
国
日
振
島
に
屯
聚

し
、
千
余
艘
を
設
け
、
官
物
私
財
を
抄
劫
す
。

（
イ
）『
扶
桑
略
記
』
承
平
六
年
六
月
条

南
海
道
の
賊
船
千
余
艘
、
海
上
に
浮
か
び
、
官
物
を
強
取
し
、
人

命
を
殺
害
す
。

（
ウ
）『
本
朝
世
紀
』
天
慶
二
年
一
二
月
二
一
日
条

今
日
、
伊
予
国
解
状
を
進
む
。
前
掾
藤
純
友
、
去
る
承
平
六
年
、

海
賊
を
追
捕
す
べ
き
の
由
、
宣
旨
を
蒙
る
。

（
エ
）『
吏
部
王
記
』
承
平
六
年
三
月
某
日
条

是
日
、
伊
与
前
掾
藤
原
純
共
〔
友
〕、
党
を
聚
め
伊
予
に
向
か
ふ
。
河
尻

の
掠
内
に
留
連
す
。

か
つ
て
は
、（
ア
）『
日
本
紀
略
』
承
平
六
年
六
月
条
に
「
南
海
賊
徒
の

首
藤
原
純
友
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
承
平
年
間
か
ら
純
友
は
海
賊
の
首
領
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で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、（
イ
）『
扶
桑

略
記
』
に
は
純
友
は
み
え
ず
、（
ウ
）『
本
朝
世
紀
』
に
よ
る
と
純
友
は
承

平
六
年
に
海
賊
追
捕
の
宣
旨
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、（
エ
）

『
吏
部
王
記
』（
重
明
親
王
の
日
記
）
に
は
、
純
友
が
承
平
六
年
三
月
に
京

か
ら
伊
予
に
向
か
っ
た
と
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、（
ア
）『
日
本
紀

略
』
が
純
友
を
海
賊
の
首
領
と
す
る
の
は
後
の
知
識
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

承
平
六
年
の
純
友
は
海
賊
の
首
領
で
は
な
く
、
む
し
ろ
海
賊
を
討
伐
す
る

側
に
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
承
平
年
間
の
純
友
は
海
賊
の
討
伐
に
あ
た
り
、
将
門
も

平
氏
一
族
の
内
紛
に
あ
け
く
れ
、
両
者
は
決
し
て
国
家
へ
の
反
乱
を
起
こ

し
て
い
な
か
っ
た
。
将
門
と
純
友
が
反
乱
に
起
ち
上
が
っ
た
の
は
天
慶
年

間
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
故
に
、
乱
の
呼
称
も
承
平
天
慶
の

乱
で
は
な
く
天
慶
の
乱
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

天
慶
の
乱
か
ら
承
平
天
慶
の
乱
へ

近
年
は
天
慶
の
乱
が
一
般
的
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
実
は
江
戸

時
代
か
ら
明
治
二
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
は
将
門
純
友
の
乱
は
天
慶
の
乱
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
の
貴
族
の
日
記
（『
小
右
記
』）
や
歴
史
書
（『
日

本
紀
略
』）
に
も
「
天
慶
賊
乱
」「
天
慶
之
大
乱
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ

る
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
一
般
化
し
、『
読
史
余
論
』
や
『
日
本
外
史
』

は
将
門
純
友
の
乱
を
天
慶
の
乱
と
称
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
天
慶
の
乱

の
呼
称
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、『
大
日
本
史
』
の
考
証
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。『
大
日
本
史
』
は
、
前
掲
（
ア
）『
日
本
紀
略
』
に
承
平
六
年
の

純
友
は
海
賊
で
あ
っ
た
と
み
え
る
が
、（
ウ
）『
本
朝
世
紀
』
に
よ
る
と
純

友
は
承
平
六
年
に
海
賊
追
捕
の
宣
旨
を
蒙
っ
て
い
る
の
で
、
承
平
六
年
段

階
で
は
純
友
は
ま
だ
反
し
て
い
な
い
、
純
友
が
反
し
た
の
は
天
慶
二
年
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
ほ
ど
近
年
明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ

た
こ
と
は
、
実
は
『
大
日
本
史
』
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
大
日
本
史
』
の
影
響
は
大
き
く
、『
読
史
余
論
』『
日
本
外
史
』
な

ど
の
江
戸
時
代
の
歴
史
書
は
も
と
よ
り
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
の
日
本
史

概
説
書
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
将
門
純
友
の
乱
を
天
慶
の
乱
と
呼
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
三
〇
年
代
に
な
る
と
日
本
史
概
説
書
で
は
承
平
天
慶

の
乱
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、（
ア
）『
日
本
紀
略
』
に
よ

っ
て
承
平
年
間
か
ら
す
で
に
純
友
は
海
賊
の
頭
領
で
あ
っ
た
と
い
う
論
調

が
強
ま
る
一
方
、（
ウ
）『
本
朝
世
紀
』
に
は
触
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
学
界
で
は
、
承
平
年
間
か
ら
純
友
は

日
振
島
を
根
拠
地
と
し
て
瀬
戸
内
海
で
海
賊
行
為
を
は
た
ら
い
て
お
り
、

そ
れ
が
天
慶
年
間
ま
で
続
く
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
承
平
年
間
と
天
慶
年
間
と
が
連
続
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
乱
の

呼
称
は
承
平
天
慶
の
乱
と
な
り
、
そ
れ
が
戦
後
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。

次
に
、
日
本
史
教
科
書
に
お
け
る
乱
の
呼
称
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て

お
く
。
明
治
時
代
初
期
の
小
学
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
教
科
書
が
用
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い
ら
れ
た
が
、
将
門
純
友
の
乱
の
呼
称
は
天
慶
の
乱
と
す
る
も
の
が
多
い
。

そ
の
後
、
一
八
八
一
年
に
小
学
校
教
則
綱
領
が
制
定
さ
れ
、
一
八
八
六
年

か
ら
は
教
科
書
検
定
制
度
が
始
ま
っ
た
。
翌
年
に
文
部
省
は
歴
史
教
科
書

の
編
集
方
針
を
定
め
た
歴
史
教
科
書
編
纂
旨
意
書
を
つ
く
る
が
、
そ
の
目

次
の
第
四
編
細
目
に
は
「
天
慶
ノ
乱
」
と
あ
る
。
そ
の
結
果
、
小
学
校
教

科
書
で
は
乱
の
呼
称
は
天
慶
の
乱
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
る
。
小
学
校
は
一
九

〇
三
年
か
ら
国
定
教
科
書
に
な
る
が
、
そ
こ
で
の
乱
の
呼
称
も
天
慶
の
乱

で
あ
り
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
続
く
。

中
学
校
は
、
一
八
八
六
年
の
中
学
校
令
に
よ
り
五
年
生
の
尋
常
中
学
校

が
で
き
、
同
年
か
ら
教
科
書
は
検
定
制
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
書
が

つ
く
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
乱
の
呼
称
を
天
慶
の
乱
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
学
校
の
各
学
科
目
の
詳
細
を
示
し
た
一
九
〇
二
年
の
中
学

校
教
授
要
目
で
は
「
承
平
天
慶
ノ
乱
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
述
し

た
当
時
の
学
界
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
学
校
教
授
要
目

以
降
、
中
学
校
教
科
書
の
多
く
は
承
平
天
慶
の
乱
と
な
る
。
一
九
四
三
年

に
は
中
学
校
も
国
定
教
科
書
と
な
る
が
、
そ
こ
で
の
呼
称
も
承
平
天
慶
の

乱
で
あ
る
。

戦
後
の
教
科
書
を
調
べ
て
み
る
と
、
高
校
教
科
書
で
は
年
号
を
用
い
た

乱
の
呼
称
は
ほ
と
ん
ど
が
承
平
天
慶
の
乱
で
あ
る
。
中
学
校
教
科
書
は
将

門
や
純
友
が
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
に
触
れ
る
の
み
で
、
年
号
を
用
い
た
乱

の
呼
称
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

再
び
天
慶
の
乱
へ

最
後
に
、
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。
江
戸
時
代
以
降
明

治
二
〇
年
代
ま
で
は
、
歴
史
書
や
日
本
史
概
説
書
の
多
く
は
将
門
純
友
の

乱
を
天
慶
の
乱
と
呼
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
三
〇
年
代
ご
ろ
よ
り

承
平
年
間
か
ら
す
で
に
純
友
は
海
賊
の
首
領
で
あ
っ
た
と
い
う
論
調
が
強

ま
り
、
乱
の
呼
称
は
承
平
天
慶
の
乱
と
な
る
。
教
科
書
は
、
小
学
校
・
中

学
校
と
も
に
当
初
は
乱
の
呼
称
を
天
慶
の
乱
と
し
て
い
た
が
、
明
治
時
代

後
期
か
ら
小
学
校
は
天
慶
の
乱
、
中
学
校
は
承
平
天
慶
の
乱
と
な
り
、
小

学
校
と
中
学
校
で
呼
称
が
異
な
っ
て
い
た
。
戦
後
に
な
る
と
高
校
教
科
書

の
呼
称
は
承
平
天
慶
の
乱
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
る
。
そ
し
て
近
年
は
再
び
将

門
と
純
友
が
反
乱
を
起
こ
し
た
の
は
天
慶
年
間
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ
、

乱
の
呼
称
は
承
平
天
慶
の
乱
か
ら
天
慶
の
乱
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

あ
る
。

承
平
天
慶
の
乱
と
す
る
か
、
天
慶
の
乱
と
す
る
か
は
、
一
見
些
細
な
こ

と
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
戦
乱
や
政
変
の
呼
称
は
そ
の
内

容
・
過
程
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
係
す
る
。

古
代
史
の
分
野
で
は
、「
薬
子
の
変
」
を
「
平
城
太
上
天
皇
の
変
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
歴
史
用
語
は
研
究
の
推
移
と

と
も
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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